
 

１１月７日 「季節は秋から冬へ －立冬を迎えて－」 
 

先週の全校朝会では、実りの秋の話をしました。 

今日の１１月７日は、一学期に話しました二十四節気でいうと「立

冬（りっとう）」にあたります。「立冬」とは冬の気配を感じ、いよい

よ寒くなっていく時期を表します。暦の上では、秋から冬に変わり始

めているのです。 

もう冬なの？と思う人もいるかもしれませんが、この立冬を迎え

ると、さまざまな自然の変化が見られます。例えば、昼間は暖かいで

すが朝晩の冷え込みが感じられます。それに伴い、木々の葉が色づき

ます。「紅葉」といって木々の葉が赤くなったり黄色くなったりして

いきます。また、朝は冷え込んで地面には霜が降りることもあります。 

また、この時期は、おいしい食べ物がたくさんあります。その中で

も、ホウレンソウやハクサイ、ダイコンやキノコ、サケなどを入れて

食べる鍋がおいしいので「鍋の日」とも言われています。また、今年

とれたお米（新米）を使ったお煎餅を食べることから「煎餅の日」と

も言われています。 

さて、音楽会が 23 日に予定されています。各学年、発表に向けて

の練習が始まっていますね。校長室にも、皆さんの歌声や楽器の音が

聞こえてきます。たいへん音が揃っていて、聞いていて楽しくなりま

す。まだ、練習の途中なので完成にはとどいていないと思いますが、

運動会の時と同じように、みんなの心を一つにして、最高の演奏を創

っていきましょう。最初は難しくても、練習を積み重ねていくと日に

日に上達していきます。音楽会の合唱・合奏でも、自分の力、友達と

創り上げる力を高めていきましょう。そして見ている人、聴いている

人の心を感動させましょう。 

 

 


